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◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 （青梅認定校）  
受験予定の方々にご案内いたします。 

 

◎２級建築士学科（日曜）コース 講義日程 １２月中旬スタート 

◎１級建築施工管理技士学科講座 講義日程 ２４年２月初旬スタート 

◎１級土木施工管理技士基礎講座 講義日程 ２４年３月中旬スタート 

１級建築施工・１級土木施工は、学費が会社負担の場合「建設教育訓練助 
成金」が受けられ学費の５０％（最高額 10 万円）が助成されます。 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を開講いたしま 
すので、会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡をお待ちし 
ております。 

＊詳細説明は随時致します。  
＊先ず下記までお問合せ下さい。 
＊連絡先  青梅校（西建協）事務局  0428-22-6245 石川 

         日建学院立川校  042－527－3291 担当：澤田 

 

平
成
二
十
三
年
度
研
修
報
告 

西
多
摩
地
区
建
設
業
界
暴
力
団
等
排
除
協
議
会 

 
 

副
会
長 

酒 

井 

政 

修 

先
般
、
羽
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
西
多
摩
地
区
建
設
業
界
暴
力
団
等
排
除
協
議
会

平
成
二
十
三
年
度
研
修
会(

講
演)

並
び
に
第
六
回
総

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
青
梅
市
長
様
、

西
多
摩
建
設
事
務
所
長
様
、
青
梅
警
察
署
長
様
、
警

視
庁
組
織
犯
罪
対
策
第
三
課
管
理
官
様
、
東
京
都
暴

追
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
様
、
福
生
、
五
日
市
警
察

署
の
刑
事
課
長
様
等
の
来
賓
の
ご
臨
席
、
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第
一
部
研
修
会
の
講
師
警
視
庁
組
織
犯
罪
対
策

部
組
織
犯
罪
対
策
第
三
課
田
賀
管
理
官(

警
視)

に
講

演
・
質
疑
応
答
に
一
一
〇
名
の
ご
出
席
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

本
年
十
月
一
日
よ
り
東
京
都
暴
力
団
排
除
条
例

が
施
行
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い
処
罰
が
科
せ

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
条
例
の
遵
守

は
、
『
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
』
『
暴
力
団
に
金
を
出

さ
な
い
』
『
暴
力
団
を
使
用
し
な
い
』
、
こ
の
三
つ
の

暴
力
団
追
放
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
集
約
さ
れ
る
も
の
で

す
。 総

会
で
警
察
署
の
方
か
ら
、
「
治
安
が
良
く
な
っ

て
行
く
中
で
も
暴
力
団
は
組
織
の
維
持
・
拡
大
を
謀

ろ
う
と
資
金
獲
得
に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
で

は
振
り
込
め
詐
欺
・
偽
札
・
強
盗
等
に
青
少
年
を
引

き
込
み
、
不
良
外
国
人
と
結
託
し
て
多
種
多
様
な
犯

罪
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
や
行
政
機
関
に
も
不

当
な
要
求
を
し
て
資
金
獲
得
を
し
て
い
る
。
」
と
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
我
々
の
日
常

生
活
の
隅
々
に
ま
で
暴
力
団
の
資
金
獲
得
の
チ
ャ

ン
ス
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
知
ら
な
か

っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
事
例
が
多
々
あ
る
た
め
、

我
々
会
員
は
条
例
の
内
容
を
よ
く
理
解
し
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
会
で
配
布
し
た
「
建

設
・
土
木
工
事
に
お
け
る
反
社
会
勢
力
排
除
の
基

礎
知
識
」
を
参
考
に
、
不
明
な
点
は
暴
力
団
追
放

運
動
推
進
都
民
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
事
例
を
理
解
し
て
ゆ
く
事
で
的
確
な
判
断
が

備
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
協
会
員
間
で
情
報
を
交
換

し
確
か
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
行
政
も
民
間
企
業
も

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
く
し
て
存
立
し
得
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
当
協
会
は
関
係
各
所
の
ご
指

導
を
頂
き
な
が
ら
暴
力
団
排
除
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
反
社
会
的
勢
力
排
除
に
つ
い
て

は
、
社
内
で
確
認
す
る
機
会
を
設
け
、
充
分
な
注

意
を
行
き
届
か
せ
て
頂
き
ま
す
よ
う
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

ご 
挨 
拶 

 
              

あ
き
る
野
市
長 

 

臼 

井 
 

 

孝 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
市
行
政
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
の
、
あ
き
る
野
市
長
選
挙
に
際
し
ま
し

て
は
、
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
、
あ
き
る
野
市
長
の
重
責
を

担
わ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
組
合

員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
年
三
月
十
一
日
に
起
き
ま
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

こ
こ
に
謹
ん
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
復
興
を
心
か
ら
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

当
市
で
は
、
災
害
に
対
し
て
、
常
日
頃
か
ら
の

心
構
え
と
準
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
災
害
時
に
は

自
助
、
共
助
、
公
助
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
て
お
り
ま
す
。 

特
に
、
地
域
で
の
共
助
は
、
あ
き
る
野
市
防
災

安
心
地
域
委
員
会
を
中
心
と
し
た
取
組
み
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
職
員
に
よ
る
応
援
組
織

も
地
域
の
皆
様
と
協
働
に
よ
る
活
動
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。 

併
せ
て
、
災
害
時
の
活
動
拠
点
と
な
る
地
区
会

館
な
ど
の
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
安
心
、
快
適
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
治
山
・

林
道
の
整
備
と
都
市
基
盤
の
整
備
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。 

圏
央
道
の
開
通
に
と
も
な
い
、
様
々
な
道
路

整
備
が
進
み
、
西
多
摩
の
交
通
網
も
整
備
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
市
と
日
の
出
町
の
行
政
界
を
走

る
一
般
都
道
一
六
五
号
伊
奈
福
生
線
は
、
一
部

の
拡
幅
工
事
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急

に
道
路
整
備
を
行
い
、
東
西
交
通
網
の
充
実
を

進
め
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
歩
道
整
備
等
の
安
全
対
策
事
業
を

東
京
都
に
対
し
要
望
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
様

の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

終
わ
り
に
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

第２回  経営講習会のお知らせ  
共催 西多摩建設業協同組合                                                  

           青梅商工会議所建設業部会 

：テーマ 
『マグロ船に学ぶ ! 職場をイキイキさせる秘訣』   

：日 時 
１２月８日（木）午後２時～午後４時 

 ：場 所  西多摩建設業協同組合 ３階大会議室 

青梅市河辺町 6-8-14（建設会館） 

：講 師  齊藤 正明 氏 

：受講対象者  経営幹部、管理者、一般社員  ・受講料 無料 

：講習概要   

厳しい経済環境の中、多くの企業は社員の働くモティベーションが落ち、社員同

士の結びつきも、どんどん希薄になっているといわれています。そんな悩みをこ

のセミナーで解決します。マグロ船は、４０日以上も１日１７時間同じ人と顔を

合わせるため、人間関係がギクギクしやすい職場です。 
しかし、トップクラスの成績を誇る船に乗る漁師たちは、「ストレスに耐える仕 

事観」や、「雰囲気をよくするためのコミュニケーション」の方法を持っており、

活き活きと働けるノウハウが凝縮されています。 
  このセミナーでは、組織を元気にするノウハウをおもしろおかしく、かつ実践 
で使えるスキルをお伝えします。  

 

：主な項目  

①「一生懸命がんばっているのに、自分のことをわか

ってくれない人に対する、ストレスをためない接し

方」とは?        

 ②「職場の雰囲気を、より明るくするためのコミュニ

ケーション法」とは? 

③「自分の才能がどこにあるのかを見つける方法」 

とは? 

 ④嫌なことがあっても尾を引かない、対人関係のスト 

レスで、「会社に行く足取りが重くなるのを解消す 

る方法」とは? 

 ⑤魚場を決める「決断をスパットとできる方法」とは? 

  その他 
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 １０ 月 事 業 報 告  

７日 事業委員会・ソフトボール大会実行委員会 
７日 広報委員会 ２０７号編集発行 

１３日 西建協・若手経営者の会 役員会 
１４日 24 日暴排協議会研修準備委員会（総務委員会場打合せ） 
１４日 あきる野地区委員会 
１５日 １９回地区別対抗ソフトボール大会 雨天中止 
１７日 総務委員会 
１９日 理事会 
２４日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会  

研修会及び第６回総会 開催   

 １１ 月 事 業 計 画  

４日 事業委員会 
１１日 広報委員会 ２０８号編集発行 
１４日 総務委員会  
１６日 あきる野地区委員会 
１７日 理事会 
 
《１２月予定》 

７日 第１３回西多摩地区安全衛生大会のご案内 
 羽村市生涯学習センター ゆとろぎ 小ホール 
 １３時３０分から１６時３０分 
・事例発表  ・特別講演  

８日 第２回 経営講習会のお知らせ  
     会場 西多摩建設業協同組合 ３階大会議室 

  テーマ『マグロ船に学ぶ ! 職場をイキイキさせる秘訣』  

建設業年末年始労働災害防止強調月間 

◇無事故の歳末 明るい正月◇ 

年末年始には、工事の輻輳化等により、労働災害が多発する傾向

にある。したがって、これに対処するため、建設業労働災害防止協

会の主唱により、本年12 月１日から平成24 年１月15 日までを「建

設業年末年始労働災害防止強調期間」と定め、「無事故の歳末 明

るい正月」のスローガンのもとに、労働災害防止の徹底を図るため

の運動を展開するものとする。 

 このため、本期間を契機として、経営トップをはじめ関係者は、

安全衛生水準の一層の向上を目指し、店社と作業所との緊密な連携

のもとに効果的な安全衛生管理活動を実施するものとする。 

「無事故の歳末 明るい正月」年末年始に発生する労働災害の要因

として、工事の輻輳化、厳しい工程による休日労働や時間外労働に

よる疲労、作業手順を省略した不安全行動、機械設備等の安全点検

の不足等による安全衛生管理の不徹底がある。また、休暇後の年始

に安全作業の体制が整わないことなども考えられる。 

 したがって「施工管理体制の強化」、「作業員の健康管理の徹底」

等を行い、無理な作業の排除に努め、さらに休憩設備等の職場環境

を整備するとともに、次の重点事項を踏まえて、店社および作業所

の実態に応じて実施計画を作成し、積極的に展開するものとする。 

 また、労働災害防止の実効を図るため、リスクアセスメントを確

実に実施するものとする。 

 実施にあたっては、「建設業労働災害防止規程」および「平成23 年

度建設業労働災害防止対策実施事項」に定める「建設現場における

主要災害防止の具体的対策」等を活用する。 

 

１ 経営トップ等による特別安全パトロールの実施 

２ 作業所閉所中における保安対策の確立 

３ 三大災害（墜落・転落災害、建設機械・クレーン等災害、倒壊・

崩壊災害）防止対策の徹底 

４ 交通労働災害防止対策の徹底 

５ 火災・爆発等災害の防止対策の徹底 

６ 不安全行動による災害防止対策の徹底 

７ 公衆災害防止対策の徹底 

８ 積雪・雪崩災害防止対策の徹底 

９ 健康管理の徹底 他 

建設業労働災害防止協会 東京支部西多摩分会 

 特集 西多摩の滝  

第１回 紅葉の檜原を歩く 
①天狗滝 〈千足バス停から徒歩 30 分〉 

ＪＲ武蔵五日市駅前から桧原街道を西に向う、桧原 

村役場を過ぎるとＴ字路の橘橋信号に至ります。 

秋川はここから南北に別れ、同様に都道も南北に別 

れます。都道を右折して 500m ほど進むと、払沢の 

滝入り口バス停、バス停から北秋川橋を渡り、緩い 

上り坂をさらに進むと、図書館、小学校正門を経て 

長い下り坂になります。下りきった橋の右手に茅倉 

滝が見えます。道はまた上り坂になり、やがて平坦 

になると右側に商店と千足のバス停が見えます。 

この商店の先に天狗滝の道標があり、ここを右折す 

ると正面に御霊桧原神社があります。神社の前を通り、舗装道路を奥まで

上がると登山道があり、その先が綾滝に直接向かうルートと天狗滝方面の

分岐点。これを左に進むと 10 分足らずで滝と出会います。これは子天狗と

いわれる滝で、本物の天狗滝はこの一段上になります。 

天狗滝は南向きの陽光が降り注ぐ明るい滝で、快晴の時には 20ｍ余の岩

盤を滑り落ちる滝の下部に虹が見られることがある。この滝の下には 7～8

ｍの直下型滝が２つある。直下の滝 1つはハイキングコースから確認でき

るので足を止めてみよう。 

②綾滝 〈天狗滝から徒歩 25 分〉 

 天狗滝の滝下の砂利河原を対岸に渡ると、急な階段があります。足下に気 

をつけながら上り詰めると、登山道に入って最初に分かれた綾滝に向かう 

分岐からの山道に出会います。道標にしたがって、左（馬頭刈尾根）方法 

へ進みます。天狗滝上流の小川を越え、鬱蒼とした植林帯の谷に沿って登 

ると、天狗滝から 25 分ほどで左手に綾滝の大きな岩盤が現れます。馬頭刈 

尾根へのコースを少し外れ、滝の下まで進むことができます。ちなみに大  

岳沢の大滝から馬頭刈尾根、天狗滝、綾滝、千足、

払沢の滝入口を結ぶコースは「関東ふれあいの道」

に指定されています。 

天狗滝の上流にある綾滝は高さ 17～18ｍで、天狗滝

に比べれば水量は少ない。落下する水が泡のように

見えることから泡滝とも呼ばれたらしいが、いずれ

にせよ岩盤を滑り落ちる水の流れが綾の織物広げた

ようにデリケートであることがこの滝の魅力であろ

う。桧原城主の平山氏重が、千足で自刃したのちに、

氏重の奥方がこの綾滝に庵を建て、聖観音の像を安

置して拝みながら余生を送ったと伝えられている。

現在は、滝の脇に御嶽神社の行者が建立した三郷不

動明王の石碑がある。 

 
  

建設・土木工事における 
反社会的勢力排除の基礎知識 Ｑ＆Ａ 全１１４項目・資料より 
     下記に一部掲載しました。  

           監修・犬塚 浩（弁護士）京橋法律事務所所属 

Ｑ22．暴排条項はどのような契約に盛り込むことが適切ですか。 

 Ａ．暴排条項は、基本的にすべての契約に盛り込むことが適切です。 
  「建設請負契約」「建設資材購入契約」「設計・測量等の業務委託契約」

建設コンサルティング契約」などがこれらに該当します。 
    近時、いわゆる暴排条例において、事業者に対し全ての契約に暴排

条項を規定することを努力義務として規定しているものがありますの

で、この場合には、特に注意が必要です。 
Ｑ97．暴排条例とはなんですか？ 

Ａ．暴力団排除条例（「暴排条例」）とは、暴力団を排除する目的で制定さ

れた地方公共団体の条例をいいます。 
暴排条例は地方公共団体によって内容はさまざまですが、 

①地方公共団体の責務、及び、②住民の責務について定められているの

が通常です。 
    地方公共団体の責務としては、情報の提供、他の団体・機関との連

携、安全対策、広報啓発などの一般的な規定が置かれる例が多いよう

ですが、入札の制限や公共工事からの暴力団の排除を定めている地方

公共団体もあります。 
住民の責務については、地方公共団体によって内容はさまざまです

が、暴力団排除について取り組むべき旨の努力義務を定める地方公共

団体や、契約書に暴排条項を置く旨の努力義務や暴力団員でないこと

を確認すべき旨の努力義務を定める地方公共団体もあります。 
  

 

 
天狗滝 


